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1.研究背景・目的 

 一般に人工衛星は太陽電池で充電し、

充電池に電力を蓄え、日陰時に蓄えた電

力を使用するというサイクルを繰り返す。

現在の主要な充電池はニッケル水素

（Ni-MH）電池やニカド（Ni-Cd）電池で

あるが、これらの電池にはメモリー効果

よる容量の低下が存在する。 

 そこで、これらの電池よりも起電力や

容量が大きいリチウムイオン（Li-ion）二

次電池（以下 Li-ion 電池）が衛星の充電

池として注目されている。Li-ion 電池が衛

星に搭載されれば、容量が Ni-MH電池よ

りも大きい分電池の本数を減らすことが

でき、最終的には衛星全体の質量を軽減

化できる。しかし、Li-ion 電池特に民生用

電池の場合には安全性への懸念が存在し、

加えて衛星に搭載するための基準が定ま

っていないのが現状である。 

 本研究では、前者の問題に対しては破

砕予備試験と本試験手順書作成を行ない、

後者の問題に対しては電池の充放電回路

の作成とその回路を用いた充放電試験を

行なった。 

 

2.電池の破砕試験 

 段ボールを用いた予備試験を行なった。

この試験を実施することで、本試験で何

が必要なのかを確認することができ、最

終的に本試験手順書を作成することがで

きた。 

 

3.電池の充放電試験 

 本研究では、電池の充放電回路を作成

した。この回路は、スイッチング回路と

定電流回路から成り立っている。ブレッ

ドボードで作成し動作確認を行なった後、

基板で回路を作成し充放電試験を行なっ

た。その結果の一部を以下に示す。 

 

図 1充放電サイクル試験結果 

 

4.今後の課題 

 破砕試験については、確立した試験方

法を基に Li-ion, Ni-MH両電池の破砕試験

を行なう。 

 充放電試験については、Li-ion 電池を充

放電サイクルにかけてどのような特性が

得られるのかを調べる。 


